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感応逓減（ていげん）性

参照点依存性

損失回避性

プロスペクト理論
意思決定

同じ１万円でも
月給20万の人と100万円の人
では価値観が異なる。高額に
なると価値が鈍化する

価値（満足度、喜び）

不満、悲しみ

参照点

S評価A→A

C →A
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𝑔
>
0
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損と得が同じ量の場合、
損失を回避する方法を採用します

C →A A→A

S評価（参照点）を目指していた
AはA評価のまま
CはC評価からA評価になった
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再掲


